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　子どもたちは今どういう思いで学校に通っているのでしょ
うか。学校の場で何を楽しみにして、その場をどのように過
ごしているのでしょうか。おとなたちは「学力向上」とか「学
力保障」とか言いますが、その学ぶことの意味を子どもたち
は自分たちの中で実感しているでしょうか。
　学んで身に付ける力は、本来、その力を使って今の生活を
よりよく生きるためにあるはずです。ところが、今多くの子
どもにとって、学んで身に付けた学力は、テストで発揮して
競い合い、その競争に勝ち残って、より上位の学歴・学校歴
を確保するためのものであるかのように錯覚されていて、そ
の錯覚が子どもたちに限らず、保護者にも、また教師たちの
間にもまん延しています。
　その中で高校年代にもなれば、勝ち組と負け組がおおよそ
決まってしまって、それが学校間格差として定着していま
す。しかも、今は昔と違って、ほとんどが高校には行く時代
です。小学校・中学校で勉強に苦労してきた子どもの多くは、
学力競争に勝ち残れず、学ぶことの意味を見失い、むしろ学
ぶことで傷つき続けてきました。そうして学ぶことの意味を
見失った子どもたちが、それでも高校には行き、そこで集団
を形成する。それが現実です。
　そうだとすれば、学校の側でその子どもたちの現実をしっ
かりと把握して、あらためて学ぶことの意味を取り戻す試み
をしない限り、いじめにつながる貧相な心性が集団の場に広
がることを防ぐことはできません。いじめは、実は個人の規
範意識の問題というより、むしろ集団の場の問題です。
（前川西市子どもの人権オンブズパーソン　浜田寿美男）

子どもたちの生きる場の再考と
「学ぶ」意味の再構築をめざして

いじめが起こる「学校という場」の問題

事例　最近、高齢で一人暮らしの父の預金がなくなっている
ことに気が付いた。父は自宅のリフォーム工事を次々として
いた。２年前、事業者から排水管洗浄を 3,000 円ですると電
話で勧められたのがきっかけで、無料点検に担当者が訪ねて
くるようになったようだ。
　床下のカビの写真を見せられて、「このままにしておくと
大変だ、家を長持ちさせるために必要だ」と説明され、床下
工事をしたらしい。その後、屋根工事や床下換気扇など５件
で総額1,000万円以上の工事をしていた。どうすればいいか。
（50 歳代　男性）

　リフォーム工事の相談では、高額で深刻なトラブルになっ
ていることがあります。最初は簡単な作業を安くすると事業
者が訪問。その後定期的に点検に訪れ、不安をあおって工事
を勧めます。一人暮らしの高齢者の場合、誰にも相談しない
まま次々と契約し、問題が表面化するまでに時間がかかって
しまうこともあり、周囲の人の見守りや気付きが大切です。
　訪問販売で契約した場合、工事が終わっていても、契約書
面を受け取ってから８日間以内であればクーリング・オフが
できます。また期間を過ぎていても、事業者の説明がうそだっ
た場合など、契約の取り消しができる場合があります。諦め
ずに相談してください。
　また、住まいに関する専門相談窓口もあります。契約する
前に、住まいるダイヤル 0570（016）100（リフォーム見積
書の無料チェックも行っています）、ひょうご住まいサポー
トセンター 078（360）2536 に相談してみてください。

3,000 円の排水管洗浄をきっかけに
不安をあおって契約を迫る「次々販売」

高額なリフォーム工事を多数契約

人権啓発シリーズ

食と育つ

レシピ　川西・猪名川地域活動栄養士協議会

●材料　２人分
サトイモ　
シラス干し
いりゴマ（黒）
塩
サラダ油
【付け合わせ】シメジバター炒め
シメジ（小１パック）、バター（大さじ１）、塩・コショウ（少々）

熱量（おとな１人分）217㌔㌍、塩分：1.1㌘
●作り方
❶サトイモは皮付きのまま洗い、皮に１周切り目を入れる。
❷①を耐熱皿にのせてラップをし、電子レンジで約４分加熱。
ひと混ぜし、竹串がすっと通るまでさらに約４分加熱する。
❸②の皮をむき、ボールに入れて粗くつぶし、塩を加えてつ
くね形にまとめる。
❹③の両面にシラス干しといりゴマを混ぜた衣を付けて、油
を引いたフライパンで表面がパリッとするまで焼く。
❺シメジはほぐしてバターで炒め、塩・コショウで味付ける。

ほっこりしたサトイモにゴマが香ばしい一品

　里芋だんごのお焼き

保健センター
（758）4721

おとなも子どもも
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Kawanishi City 
Hospital地域の基幹病院として
役割を果たすための改革

重症患者を救うための
緊急性の高い医療提供を推進

市立川西病院の今 市立川西病院
（794）2321
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病院長　野﨑秀一

の
急
性
期
医
療
を
担
う
役
割
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
急
性
期
と
は
、病
気
が
発
症
し
、

急
激
に
健
康
が
失
わ
れ
た
状
態
の

こ
と
を
指
し
ま
す
。
高
齢
に
な
る

と
、
生
活
圏
も
狭
く
な
り
ま
す
よ

ね
。
今
後
、
高
齢
化
が
さ
ら
に
進

む
こ
と
を
見
越
し
、
専
門
医
療
を

充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、
市
内
で
医

療
を
完
結
さ
せ
る
シ
ス
テ
ム
を
作

る
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
自

分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
を
整
え
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、

地
域
の
基
幹
病
院
と
し
て
態
勢
を

整
備
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

医
師
を
確
保
し

市
民
に
安
全
な
医
療
を
提
供　

　
市
立
川
西
病
院
に
は
、
ベ
テ
ラ

ン
医
師
が
多
数
在
籍
し
て
い
ま
す

が
、
病
院
を
継
続
さ
せ
る
に
は
、

若
手
医
師
を
増
や
さ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
専
門
医
療
を
集
約
さ

せ
る
こ
と
は
、
医
師
の
確
保
に
つ

な
が
り
ま
す
。
結
果
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
安
全
な
医
療
を
提
供
す
る

こ
と
に
も
な
る
の
で
す
。

　
今
は
、
専
門
医
療
や
救
急
医
療

を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
た
め
の
助

走
期
間
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
い

ざ
と
い
う
と
き
に
頼
り
に
な
る
病

院
と
し
て
、
皆
さ
ん
に
安
心
し
て

利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
体
制
を

整
え
て
い
き
ま
す
。

　
民
間
経
営
に
な
っ
て
も

同
様
の
医
療
体
制
を
継
続

　
市
立
川
西
病
院
で
は
、
31
年
の

４
月
か
ら
医
療
法
人
協
和
会
に
よ

る
指
定
管
理
者
制
度
を
開
始
し
ま

す
。
指
定
管
理
者
制
度
と
は
、
公

の
施
設
の
運
営
管
理
を
民
間
事
業

者
で
行
う
制
度
で
す
。
そ
う
す
る

こ
と
で
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活

用
し
た
、
効
果
的
で
効
率
的
な
運

営
が
期
待
で
き
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
と
経
費
の
削
減
に
つ
な
が

り
ま
す
。
近
隣
地
域
や
患
者
の
皆

さ
ん
の
中
に
は
、
医
療
体
制
が
変

わ
る
の
で
な
い
か
と
不
安
を
感
じ

て
い
る
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
民
間
経
営
に
な
り
ま
す
が
、
市

立
病
院
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り

ま
せ
ん
。
来
年
度
以
降
も
、
こ
れ

ま
で
同
様
の
医
療
提
供
を
継
続
し

ま
す
。
ま
た
、
今
年
に
入
り
、
充

実
し
た
医
療
が
評
価
さ
れ
、「
病

院
機
能
評
価
」
の
認
定
を
更
新
す

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
安
心
し

て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

高
齢
化
の
進
行
を
見
越
し

専
門
・
救
急
医
療
を
充
実

　
29
年
に
策
定
し
た
「
市
立
川
西

病
院
事
業
新
経
営
改
革
プ
ラ
ン
」

に
も
記
載
し
て
い
る
通
り
、
地
域
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